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愛媛大

自転車をテーマにした企画で
台湾の学生とオンライン受流

8月30日、愛媛大の学生と台湾

の国立高雄科技大の学生、教職員な

どの合計約60名が交流する「環四国

サイクリングプロジェク トーオンラ

イン国際交流Jが開催された。同プロ
ジェク トは、両大学の学生が「自転

車」というコンテンツを用いて地減

の歴史や文化などに触れ、グローパ

ルな感覚や協働を促進するコミュニ

ケーションなどについて実践的に学

ぶことを目的としている。

今回は、 日本と台湾の学生がチー

ムとなって「サイクリングxooc発
見した地元の魅力）」をテーマとした

映像作品を作成して動画視聴サイト

You Tubeに投稿し、再生数と「いい

ね」の数を競う「サイ クリング

YouTubeコンテストJを企画．愛媛
大の学生は、愛媛県西条市付近でサ

イクリング動画の撮影を行い、動画

撮影のポイン トをまとめたマ二ュア

ル動画や過去のプロジェク トを経験

した学生によるサンプル動画を準備

し、参加者へ紹介した。

オンライン交流の初回となった今

回は、新型コロナウイルス感染症対

策における日本と台湾の異同につい

てもディスカッションを行い、「同じ

感染症への対策でも、異なる部分が

あるJといった意見が交わされた．

オンラインでの交流を行った、愛媛大と台湾
の国立高雄科技大の学生ら
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高知県立大

防護服を手づくりして
医療、福祉現場へ提供

高知県立大の災害ボランティアサ

ークJレ「イケあい」のメンバーが、手

づくりで防護服を作成し、医療現場

や福祉現場に提供する活動を支援し

ている。

同サークルは、 地域住民への防災

啓発を行っており、南海トラフ地震

に備えて研修会や模擬訓練などにも

取り組んできた。今回の活動は、全

国で災害支援活動を展開するNPO

法人による「コロナ対策・届けるプロ

ジェクト」に、イケあいの外部顧問で

防災啓発団体「高知防災プロジェク

トjの山崎水紀夫代表が参加。同サー

クルの学生がそれに協力する形で、

コロナ禍で外出できない期間もそれ

ぞれ自宅で防護服の作成を行った。

1枚のポリ袋を2等分して袖をつ

くり、首周りや腕周り用の穴を開け

た袋と養生テープで接着。胴体部分

用の袋もつなげ、背中部分の切り込

みをセロハンテープで仮止めする乙

とで、脱ぎやすくしている。

防護服は約120着が完成。代表で

社会福祉学部3年の山本真奈可さん

は「どんな状況下でも自分たちにで

きることを考え、これからも災害か

ら命を守る活動に取り組んでいきた

し、」と諮った。

｜」A十一］

学生らがポリ袋や養生テープなどを使って手
づくりした防護服

私立大

広島経演大

地元企業のタベストリーを
学生らがデザイン制作

広島経済大メディアビジネス学部

メディアビジネス学科の学生が、広

島県広島市中区にある大和屋酒舗の

屋外タペストリーのデザイン制作に

取り組んだ．

構想は昨年の7月にスタート。株

式会社大和屋酒舗の大山晴彦代表取

締役社長が学生たちに、会社の概要

や歴史、企業理念、屋外タペストリ

ーに期待する要望などをオリエンテ

ーションで説明した．企画に取り組

んだ宮地ゼミの学生らは、要望であ

る「お客様に伝えるJのではなく「お
客様に伝わる」を念頭に、クライアン

卜について幅広く調査。コンセプト

を固め、来店のきっかけになるよう

な訴求力の高いビジュアルデザイン

の考案を心がけた。

考案された25点のデザイン案の

中からゼミ内の審査で161点に絞り、

大和屋酒舗へ完成見本を提出．その

うち2点のコピーライティングとデ

サ．インを組み合わせたタペストリー

が採用、制作されることになった。

コピーライティングが採用された

メディアビジネス学科4年の伸築間

美空さんは、「学んだことを企業の方

と一緒に実践できたのは貴重な経験

になった」と振り返った。

完成した屋外賓ベストリーは、広島市内にあ
る大和屋酒舗胡町本店に股営された
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